
（ 95 ）

Ⅰ　は　じ　め　に

　本論文では「モード」と「ファッション」と
いう語を頻繁に用いている。「モード」とは，
フランス語で流行，（服飾の）モード，ファッ
ション，ファッション業界，服飾業，あるいは
様式，形態，方法という意味である。また，英
語でも「モード」は方法，様式，形態，モード，
流行などの意味で用いられる。そこで，「モー
ド（産業）」と「ファッション（産業）」は同類
の意味を示すが，前者は，衣類産業を中心とし
たパリの服飾業を意味する表現として用い，後
者は，広く一般的な場合に，服や服の流行につ
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いて意味する表現として用いる。
　ファッションとは，一般に衣類だけではなく，
靴，バッグ，帽子，宝飾品，香水，化粧品にま
で至り，人々が身に着けるすべてのものに関連
した広義の言葉である。現在，そのようなファッ
ションは人々の生活と密接につながっており，
フランスにおいて長い歴史が築かれたモード産
業の発展の中で，主要なビジネスとして確立さ
れた。また，今日では流行は非常に短い周期で
変化するため，ファッションには常に新しさが
求められている。
　モードが華々しく登場したのは中世の頃であ
り，当時のモードの流れは，絵画で確認するこ
とができる。そこで，17 世紀以降のフランス
の絵画を幾つか取り上げ，その時代の画家と作
品，美術様式，モード，社会背景などを見ていく。
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要　　旨　現在，ファッションは人々の生活の中に根づき，短期間で変化する流行と共に，常に新しさが
求められるものであり，一つのビジネスとしても確立されている。今日，世界のファッション・ビジネス
が大きく発展している背景には，これまで数多くの歴史を築き上げてきたパリ・モードが深く関係してい
る。それは，華々しくファッションが登場した 17 世紀以降のフランスの絵画や , 芸術分野からも見て取
れる。さらに , 19 世紀のパリでは ,国の主要な産業となっていた仕立業や手工業が目覚ましい発展を遂げ，
モードの中心として確立された。この時代には，これまでのオートクチュール産業の他に，既製服産業が
登場し，職人の技術向上を目的とした教育の重要性も高まる。そして，モード産業がパリの主要な産業と
して位置づけられていく中で，多くのデザイナーが登場し，彼らの功績もまた，今日に通じる偉業となっ
ている。また，多様化する現代において，ファッションはアクセサリーや香水など広範囲に及び，それら
はモード産業の主力的な部門になっていることから，現状について論述していく。 
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　その後，19 世紀に入ると，フランスでは国
の主要な産業となっていた仕立業や伝統的な手
工業が目覚ましく発展し，外国からの労働者も
増え，貿易も盛んに行われた。中でも，パリの
紳士服市場はフランス国内にとどまらず，ドイ
ツ，イギリス，スペインなどの海外市場へと拡
大する。貴族やブルジョワを顧客としていたパ
リの紳士服仕立業は，海外市場を開拓すること
によって，今日までパリの華やかなモード産業
を支えているのである。18 世紀後半にイギリ
スで起こった産業革命は，19 世紀に他の国々
へと広まり，道具を使って行う手仕事から，機
械の普及によって生産技術に変化がもたらされ
た。
　パリのモード産業が発展していく中で，モー
ド界では，イギリス人のシャルル・フレデリッ
ク・ウォルト（Charles-Frederic Worth, 1825-
95）によって，手仕事による高級な仕立服を顧
客に売るオートクチュール産業が築かれた。こ
のようなウォルトの販売方法は，これまで主流
であった顧客の注文に応じて服を制作するもの
とは異なり，自らデザインした服を商品見本と
して顧客に提示し，注文を受けてから顧客のサ
イズに合わせて制作する方法であった。
　次に，モード界で新しい革命を起こした
人物が，フランス人のポール・ポワレ（Paul 
Poiret, 1879-1944）であり，彼の代表的な功績
は，窮屈に体を締め付けるコルセットから女性
を解放したことである。また，ポワレは衣類だ
けではなく，香水や壁紙，バレエ衣装のデザイ
ンも手掛けるなど，デザイナーとして非常に幅
広く活躍し，今日に通じる仕事を早期に始めた
人物である。中世に見られた装飾的で豪華絢爛
な服は，ポワレによって完全に現代へと移行し，
さらに，モードの民主化に伴い，より機能的な
デザインが要求された。
　そこで，ガブリエル・シャネル（Gabrielle 
Chanel, 1883-1971）は，1916 年に実用性を重
視した伸縮性のあるジャージ素材のスーツやパ
ンツ・スタイルを提案した。これらの服は，第
一次世界大戦（1914-18）中のこの時代の女性

にとって，行動を妨げることのない機能的な服
となった。また，このスタイルは，1918 年の
第一次世界大戦後の荒廃した社会において，男
女が働く時代を迎え，女性の活動範囲を広げる
ことに配慮したものであった。そして，経済不
況が続く中，人々が力を合わせて社会の立て直
しを図った戦後において，シャネルの服を身に
まとうことは，社会進出を果たした女性のシン
ボルとも言える。つまり，当時すでに名声のあっ
たシャネルの服を着るということは，経済的に
自立した働く女性に与えられた特権であったと
推測する。その後，シャネルは女性にとって憧
れのブランドとなり，高い支持を受けたシャネ
ルのバッグや靴，宝飾品，香水なども世界中へ
と広まり，モード産業のアクセサリー部門を大
きく活性化したのであった。
　ポワレやシャネルの他にも，ディオールやカ
ルダンなど多くのデザイナーが活躍し，今日ま
でパリのモード産業は支えられている。しかし，
モード産業の発展は，大半はアクセサリー市場
の成長によるところが大きい。中でも，香水市
場は群を抜き，現在では世界のほとんどのブラ
ンドが独自の香水を手掛けている。ファッショ
ンにおいて香水がどのような位置づけ，あるい
は役割を果たしているのかは定かではないが，
そのブランドを全身にまとった人にとっては，
トータル・コーディネートの必須アイテムとし
て，そのブランドを表現するための最終手段と
も言える重要なものだと推測される。
　以上のように，ファッションは時代と共に
様々に流行を変化させながら今日まで続き，そ
の過程で多くのデザイナーが誕生し，パリに
華々しいモードの歴史を築き上げてきた。そし
て，産業革命によって機械化が進んだことも影
響し，手仕事のオートクチュールを続ける店は
徐々に減り，「1820 年頃から販売されてきた既
製服１）」つまりプレタポルテが広がりを見せて
いく。さらに，既製服は「ミシンの改良，交通
の発展，百貨店の出現などによって隆盛を迎
え，仕立服業界の脅威となった２）」。このよう
に，モード産業が目覚ましい発展を遂げていく
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中で，服を中心とした市場から，多様化する現
代においてはアクセサリー部門の発展も興味深
い。そこで，パリのモード産業におけるアクセ
サリー部門の位置づけについて推察し，私見を
述べる。

Ⅱ　フランスの絵画，ファッション，社会

１. フランス絵画に見る服の様式
　14 世紀後半，ようやくモードと呼ぶのにふ
さわしい男女の衣服が登場する。その一方で，
絵画は芸術の分野において主導的な役割を担っ
ていた。当時，ゴシック末期の宮廷社会に開花
した「国際ゴシック様式注１）」が，西欧各地の
宮廷で共通の時代様式として展開された。この
様式は，「正確な自然観察に基づく細部描写と
華やかな宮廷趣味を特徴とする３）」ものであっ
た。イタリアでは，北のロンバルディア地方に
幻想性豊かな「国際ゴシック様式」が見られ，
フランスでもパリをはじめとする各地方の宮廷
が，この様式の中心となった。また，「1494 年
のイタリア遠征でルネサンス美術に接したフラ
ンス王シャルルⅧ世は，多くの建築職人を伴っ
て帰国，居城の修理に従事させた。以来，フラ
ンス・ルネサンスは王室の主導下に建築を中心
として開花する４）」。
　一方フランスの絵画は，すでに 14 世紀には
華々しく発展しており，この時代の男性たちは
自身の地位や権力などを誇示し，快楽を追い求
めるようになり，服装にも徐々に関心が向けら
れた。しかし，当時のモードはイタリアが中心
であった。それは，ブランシュ・ペイン（Blanche 
Payne,1897-1972）の「イタリア，とくにルッ
カでは，高い技術を身につけた織物職人の地位
が確立するとともに，色合いと質感の豊かな生
気あふれるデザインの織物が，たやすく手に入
るようになった。東アジアの織物から影響を受
けた絹のビロードや金糸使いのブロケードが，
最先端の洒落た服装に優雅さを添えた。裏に
アーミンの毛皮，縁取りに黒

セーブル

テンの毛皮を使っ
たコタルディ（本章で後述）とサーコートとマ

ントは，あちこちの記録に頻繁に登場する５）」
という記述から分かる。
　14 世紀末は，人々の服に対する関心が急速
に高まり，大仰な服装が流行した。例えば，ス
カーフのように布地を贅沢に用いたケープや耳
と後頭部を覆うほどの高さのある襟，地面につ
くほどの幅広い袖や丈の長いスカートが登場し
た。また，「14 世紀の衣服の細部装飾は，16 世
紀初期から用いられたひだ襟「ラフ」と 17 世
紀に袖ぐりにつけられたウィングに，驚くほ
ど類似している６）」。この時代の絵画を見ると，
男女とも丈の長い服を着ていることが特徴であ
る。
　15 世紀は，服飾史上最も豊富な資料に恵ま
れた時代であり，イタリアやフランスでは突如
として多くの芸術家が出現した。そして，創造
への強い衝動がヨーロッパ中に広がり，奇抜で
風変わりな服が数多く登場した。引き続き見ら
れた 14 世紀の高さのある襟は次第に平らとな
り，男性のマントの丈は短くなり，特に貴族の
男性はタイツを履くようになったため，服の丈
は一層短くなっていった。また，1448 年ペト
ルス・クリストゥス画「エノー年代記」（ブリュッ
セル王立図書館）の挿絵や，1470 年ヴァスコ・
デ・ルーセイナ画「シャルル勇胆公に自著を献
呈する著者を描いた彩色写本」（パリ国立図書
館）の挿絵（ブランシュ・ペイン『ファッショ
ンの歴史―西洋中世から 19 世紀まで』八坂書
房，2006，p.115-116 参照）からは，当時は男
性の間でつま先の尖った靴（プーレーヌあるい
はソックブーツ，ペデュレと呼ばれる履物）が
流行していたことが分かる。
　この時代の服の特徴として，男性服は
「詰

マウートル

め物を入れて肩幅を広くし，肩からウエス
トにかけてプリーツの幅をしだいに細くして，
全体をほっそりと見せることに重点が置かれ
た７）」。一方女性服は，エンパイア・スタイル
のようにウエストラインが上昇し，非常に軽く
柔らかな素材のベールが高い円錐のてっぺんに
かかっている「エナン」と呼ばれる被り物が流
行した。16 世紀は，ヨーロッパ中の貴族たち
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が過剰なまでに宝石を身に付け，豪華さを競っ
た時代であり，スタイルとしては，非常に複雑
で豪華なものが登場する。例えば，服全体に均
等に切り込みを入れ，中に着ている服の布地を
切り込みから少し出した華やかな男性の服装が
見られる（ハンス・ホルバイン画「ヘンリー
Ⅷ世の肖像」1540―高階秀爾監修『増補新装
［カラー版］西洋美術史』株式会社美術出版社，
2006，p.98 参照）。また，貴族の権威を象徴す
るひだ襟が取り入れられ，イギリスのエリザベ
ス女王（Elizabeth, 1533-1603）が好んだ襟と
して知られている。このひだ襟には，レースが
用いられた。16 世紀半ば，イタリアとフラン
ドルに初めて登場したレースは，優雅な趣を添
える新たな美の要素となった。
　17 世紀前半も引き続きひだ襟が広く流行し，
服飾様式の特徴となっている。その多くには
レースが用いられ，16 世紀に登場したレース
は 17 世紀に入るとさらに発展し，より洗練さ
れたものとして手工芸繊維製品の一つとなっ
た。レースは，頭部を小さく美しく引き立てる
ために，巧みな技法によってデザインも多様で
あった。
　しかし，16 世紀後半から 17 世紀初頭にかけ
てフランスを支配したアンリ４世（Henri Ⅳ , 
1553-1610）は贅沢な服装を嫌い，外国産の高
価な布地の輸入を禁止したため，高く立ち上
がったひだ襟は次第に低くなり，垂れ襟が流行
するようになる。そして，ブルジョワ階級の人々
はウールの服を身に着け，宮廷でも引き続き絹
織物は用いられていたが，金糸や銀糸の縁飾り
は少なくなっていった。女性服では，地上につ
くほどのスカート丈の長さは保たれているが，
大きく異なる部分は，前身頃のウエストライン
が鋭角に下がったことである（1609-10 年ルー
ベンス画「ルーベンスとイサベラ・ブラントの
肖像」ミュンヘン，アルテ・ビナコテーク，ブ
ランシュ・ペイン『ファッションの歴史―西洋
中世から 19 世紀まで』八坂書房，2006，p.274
参照）。
　18 世紀のヨーロッパは，中東や東アジアと

の貿易が盛んに行われた時代である。西ヨー
ロッパの人々にとっては異文化に頻繁に接する
機会も増え，服の布地も変化し，「軽量な織物
の形態や質感，ニュアンスに富む陽気な色合い，
小柄な模様などを特徴とする 18 世紀全般の織
物の中に，アジアからの多大な影響を見て取る
ことができる。絶大な人気を博して流行した木
綿のプリント地もまた，東方起源である８）」。
　また，この時代に活躍した画家に，アントワー
ヌ・ヴァトー（1684-1721）という人物がい
る。彼はその短い生涯の大部分をルイ 14 世の
治世に送り，軽妙な感覚性を好む 18 世紀の美
意識に最も適合した新しい絵画の創始者であっ
た。当時の服の特徴が描かれている彼の作品
「ジェルサンの看板」部分，1720 年，ベルリン，
シャルロッテンブルク城（ブランシュ・ペイン
『ファッションの歴史―西洋中世から 19 世紀ま
で』八坂書房，2006，p.324 参照）からは，男
性服においては，丈の長い裾広がりのコート風
の上着や袖口に大きなフリルのカフスが付いた
ブラウス，かつらが流行していたことが分かる。
一方女性服は，軽さのある絹の素材を用いたス
カート丈の長いドレスや，ドレスの後ろが「ガ
ウン注2）」になったデザインが見られる。
　絵画を参考として 14 世紀から 18 世紀までの
モードの流れを見ていくと，服を製作する上で
の裁断や縫製技術が進歩していることが伺え
る。そして，時代が進むにつれて，布地が贅沢
に用いられ，刺繍やプリント柄，繊細なレース
なども多用されていく様子が分かる。市民と貴
族との服装の違いは一目瞭然であり，いつの時
代も貴族は非常に装飾的で豪華に着飾っている
ことから，装飾的な服の数々は，上流階級の人々
にしか着ることができなかったのだと推測す
る。実際に，当時の贅沢で豪華な服は富や権力，
階級の象徴だったようである。そのため，上流
階級であることを誇示する手段として，貴族に
とって着飾ることは必要なことであった。また，
どの時代も着飾った女性はイヤリングやネック
レス，指輪を身に付けていることから，当時の
アクセサリーは富裕であることを示し，家財と
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して子孫に受け継がれていくものもあったので
はないかと思われる。
　しかし，服装による格差は次第に薄れ，19
世紀に入ると服は用途や場面によって分類さ
れ，ミシンや織り機，プリント技術の向上など
といった機械化の進歩と普及により，フランス
の産業は大きく発展していく。

２.19世紀のファッションとウォルトの功績
　19 世紀の男性服は永続的に変化した。それ
は，「産業革命とそれがもたらしたあらゆる副
産物の招いた結果だった。18 世紀末の衣料産
業は，まだ手工業が中心だったが，アメリカで
は早くも 1800 年代に，既製服を売る店が現れ
始めていた。仕立屋は，余剰時間を利用して
作った在庫品をストックし，店頭での販売に備
えた９）」。さらに，19 世紀の男性服が産業革命
から影響を受けた理由として，「工場の煙突か
ら出る排煙やすす，電気もディーゼルエンジン
もエアコンもなかった時代の列車による旅行，
急速かつ広範に進んだ都会化などが挙げられ
る。そうした都市の光景に，刺繍を飾ったサテ
ンやレースのジャボ，微妙な色使いの衣裳など
は，およそ似つかわしくなかった 10）」のである。
　1820 年から 1850 年のファッションの特徴と
しては，細く締め付けたウエストや突き出した
バッスル，広い肩幅などが女性服の流行であっ
た。男性服も女性的なシルエットに近づき，細
く絞ったウエストや丸みのある腰の線，盛り上
がった胸などが流行し，男性がコルセットを着
ける習慣はこの 30 年間続いた。そして，「ビジ
ネスという仕事の形態が服装に制限を課し，ス
ポーツが普及して，それぞれの娯楽に合った機
能的なデザインの服が発展していったのであ
る 11）」。さらに，1850 年代にミシンが導入され
たことは，仕立業界にとって大きな原動力と
なった。
　ファッションの流行が時代の変遷と共に変化
していく中で，1858 年にイギリス人のウォル
トがオートクチュール産業を切り開いた。彼は，
1845 年にロンドンからパリへ渡り，高級織物

商「ガジュラン」に勤め，上手な生地の見せ方
を行うなど，販売員として高い能力を発揮し，
腕を磨いた。その後，この店に衣装部門を設け，
チーフとしてデザインを行い，作品制作に勤し
んだ。彼のドレスは，1851 年のロンドン万国
博覧会や 1855 年のパリ万国博覧会で評判とな
る。
　1858 年に独立したウォルトは，自身がデザ
インして制作した衣装を，これまでの木製のマ
ネキン人形ではなく生きたマネキン（今日の
ファッション・モデルのような女性たち）に着
せ，様々なポーズをとらせながらファッショ
ン・ショー形式で顧客に披露し，そこで顧客か
ら注文を受け，販売に結び付けたのである。こ
のような方法は，これまでの顧客（上流階級の
女性たち）の注文を受けてから衣装制作を行う
ものとは異なっていた。つまり，今日のオート
クチュール・ビジネスに通じる方法であり，顧
客とデザイナーの関係を 180 度変える偉業だっ
たと言えよう。これまで，ファッションは上流
階級の女性の特権であり，流行は彼女たちが作
り出すものとされてきた。しかし，ウォルトに
よって流行はデザイナーが作り出すものであ
り，服を作る者は宮廷に仕える使用人や職人で
もなく，高水準の美意識を理解し，流行を生み
出す能力を兼ね備えた人物だということが，広
く認識されたのである。
　また，ウォルトはオートクチュール制度の基
礎となる婦人女児クチュール・コンフェクショ
ン組合の設立者でもある（クチュールは「縫う」，
コンフェクションは「仕立てる」という語が由
来である）。1868 年に設立されたこの組合の目
的は，「オートクチュール・メゾンで働く従業
員の賃金設定や保険支給を確保することだっ
た。ほかには，デザインの著作権問題，ショー
の日程やモデルの数の調整，プロモーション活
動などが含まれた 12）」。その後，1910 年に同団
体は解散し，1911 年にパリ・オートクチュー
ル組合が設立された。組合の会員数は，川村由
仁夜の記述によれば　1872 年は 684 名，そし
て 1895 年にはおそらく過去最多の 1636 名が会
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員となった。
　しかし，1945-46 年は共に 106 名（この会員
数の減少は 1939-45 年，第二次世界大戦の影響
によるものと推測される），1952 年は 60 名と
徐々に減少し続け，2004 年にはわずかに 11 名
の会員数となっている（川村『パリの仕組み―
ファッションで頂点を保つ理由がここにある』
日本経済新聞社，2004，p.62 参照）。このように，
「パリ・オートクチュール組合の会員数は激減
しており，同時にオートクチュール職人の数も
減っている。職人の数は 1996-98 年に 684 人か
ら 656 人に減り，現在では 610 人前後と推定さ
れる 13）」。
　ウォルトの活動範囲は，ヨーロッパ諸国やア
メリカへと及び，彼独自の卓越した美的感覚に
よるデザインは，多くの人々を魅了した。そし
て，投資家の協力やウォルト自身のデザイナー
としての優れた才能により，オートクチュール・
ビジネスが順調に運び，ウォルト店を繁栄へと
導いたのである。さらに，このようなウォルト
の活躍と相まって，フランスの経済は大きく成
長していく。
　1870 年代は，「普仏戦争注３）」や「第二帝政注４）」
崩壊，「第三共和制注５）」発足，「パリ・コミュー
ン注６）」の成立と挫折など，短期間でフランス
社会が大きく変遷をたどった時代であった。こ
のような混乱と変革の時期を経験したフランス
においては，王制や貴族制度は完全に消滅して
いた。しかし，共和制の下で発展した資本主義
により，やがて新しい上流社会の中にブルジョ
ワ階級が育てられ，その新ブルジョワ階級が他
のヨーロッパ諸国の貴族社会と共に，華々しい
オートクチュールの繁栄を支えていくのであ
る。

３. フランス経済の成長
　中世から近代へと時代は移行し，19 世紀の
パリの人口は地方や外国からの労働者を中心と
した大量の人口流入が起こった。赤司道和の記
述によれば　1801 年に 547,756 人であったもの
が，1851 年には 1,053,261 人と，半世紀間でほ

ぼ２倍に膨れあがったとある（赤司『19 世紀
パリ社会史―労働・家族・文化』北海道大学図
書刊行会，2004，p. ２参照）。
　しかし，1801 年から 1851 年までの間に「人
口の急増や都市環境の悪化のもとでの労働者層
の窮乏化と，内縁関係・私生児・売春の増大や
自殺・死産・嬰児殺しの増加など，パリの病理
的特質 14）」が表面化していった。これらの社
会不安は，近代市民社会形成の途上にあるフラ
ンスの支配層にとっては，「市民道徳の確立と
市民生活の安定を脅かす深刻な危険因子であっ
た 15）」。そこで，1800 年代初頭，復古王政期以
降の貧民対策において，浮浪者・貧困疾病者な
どの施設の収容・隔離といったアンシアン・レ
ジーム期とは原理的に異なる救貧政策が実施さ
れた。ところが，このような救貧政策に対して
は，隔離などの行為が怠惰を助長し，物乞いを
奨励するといった様々な批判が展開された。
　1818 年，新たな救貧組織にはカトリック系
組織も加わり，公的扶助の単位も個人から家族
へと移行したため，家庭訪問調査員の職が設置
された。調査員の職務は，修道女・医師などの
協力のもと家庭訪問を重ね，貧困家族の品行や
家庭状況，扶助の用いられ方などの情報を収集
することである。つまり，新たな救貧政策の特
徴は，「カトリック教的博愛主義を継承しなが
ら，生活物資の支給（扶助は原則として金銭で
なく現物とされた）や医療活動などを行うとと
もに，貧困者の家庭訪問とその調査に重点を置
くことにより，貧困家庭の素行の監視と規律化
をめざした 16）」ことにある。このようにして
社会不安を解消したパリは，1840 年代にはフ
ランス資本主義発展の中心都市として繁栄して
いく。前述したパリの人口増加の背景には，多
数の労働者にとってパリの工業が非常に魅力的
であったことが関係している。また，人口増加・
鉄道建設・都市の整備・奢多品輸出の増大など
による多様な産業部門の雇用拡大，地方との資
金格差などが要因に挙げられる。しかし，その
中でもパリの手工業の技術水準の高さに注目す
る。
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　19 世紀以降，主に日常消費財と贅沢品の生
産を担ってきたパリ手工業労働者の技能水準は
高く，大量に地方の労働者がパリに流入した理
由は，単なる出稼ぎ目的はごく一部に過ぎず，
彼らの多くはパリで腕を磨き，パリに定住（移
住）することであった。職業としては，仕立工・
印刷工・大工の三つがあり，パリの小仕事場家
内労働者，大仕事場労働者，建築現場の労働者
の典型的なタイプを表している。また，仕立工・
印刷工・大工は，パリの支配層の注視・警戒す
る職能集団として，７月革命（1830 年）以来
フランスの労働運動の中心的存在でもあった。
ここでは，モード産業に関連のある仕立工につ
いて述べる。
　赤司の記述によると，パリの紳士服仕立工は
1848 年には 22,000 人を数え，その中で女子仕
立工は全体の約半数の 11,000 人を占めていた
（赤司，2004，p.32 参照）とあり，単一職能と
しては最大であった。また，パリの手工業部門
では各職種で工程間分業が著しく，仕立業にも
同様のことが言える。「基本的な工程は，裁断
－仮縫い－縫製の三種だが，一流店の大仕事場
では，裁断と縫製は，燕尾服・コート類，ズボ
ン・チョッキ類の品目別に専業化が進み，また
装飾品の縫製も独自の工程となる。このなかで
裁断はもっとも熟練した者が担当する。裁断に
高度な技能と知識が必要とされるだけでなく，
服の型も雇用主ではなく，裁断工が決めるから
である 17）」。そのため，裁断工は流行にも精通
していることが重要であった。一方，仮縫い工
は顧客のもとに直接出向き，寸法直しを担当し
た。全工程を統括するのは，仕事場の高度熟練
工である職工長であった。
　パリの紳士服市場はフランス国内にとどまら
ず，ベルリン，ロンドン，マドリッドなどの市
場にまで及び，そのほとんどは，パリの工業が
産出する贅沢品と日常消費財の高級品であっ
た。そして，高級紳士服もその代表的な商品の
一つであり，貴族・ブルジョワを顧客としてい
たパリの紳士服仕立業は，当時のパリの華やか
な服飾産業を支えた。

　19 世紀フランスの経済発展においては，フ
ランスの貿易における主要輸出品目であるパリ
やリヨンなどの贅沢品・高級品生産部門の持続
的発展及び，ミュールーズの絹織物やルーベの
毛織物といった繊維部門の高級品生産の向上，
都市における消費財生産部門と建築部門の発展
が促進された。このような産業と工業の発展は，
フランスの都市手工業の発展及び手工業労働者
の増加をもたらした。また，パリ手工業の生産
構造は，労働者の技能を向上させるだけでなく，
彼らの知的活動や子供の教育において好ましい
影響を与えている。
　19 世紀パリの服飾産業は注文生産が主であ
り，その顧客は貴族とブルジョワが大半を占め
ていた。しかし，産業革命の進展により，伝統
的な手工業部門の衣類産業には変化が起こる。
衣類産業には繊維工業部門があり，赤司の記
述によると，1840 年代には紳士服仕立（経営
者数 6,609 ／男子労働者数 11,165 ／女子労働者
数 10,769）や靴製造（経営者数 6,052 ／男子労
働者数 13,782 ／女子労働者数 6,713）などの諸
職種が存在した（赤司，2004，p.59 参照）記録
がある。そこで，既製服生産という新たな生産
形態が誕生した。既製服生産の発展は目覚まし
く，「取引高は 1847 年の約 2,800 万フランから，
1856 年には 3,800 万フランに増大した。この
間，雇用労働者数は 7,000 数百人から 20,000 人
へと，取引高の増大を大幅に上まわる増加を示
した。なお既製服製造も海外に販路を開拓して
いたが，そのおもな市場はアメリカとアルジェ
リアであった 18）」。
　パリ手工業諸部門の生産性の向上について
は，教育意欲の高い労働者の技能の向上が影響
している。それは，平均水準以上の職能の技能
を身に付けることにより，社会的保障はないが，
人並み（労働者として）の生活が実現できるか
らである。労働者は，後にその仕事場のトップ
に位置する熟練工となるわけであるが，熟練工
になるための修業期間は非常に長く，徒弟修業
を終えても常に技能向上の教育は不可欠なもの
となる。19 世紀のフランスでは，服飾産業が
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目覚ましく発展し，多くの優秀な職人を輩出し
ていった。そして，フランス経済も成長を続け，
20 世紀のモード産業の基礎を確立したのであ
る。

Ⅲ　20世紀のファッション

1. アール・ヌーヴォー，アール・デコ期のパリ
　エッフェル塔が建設されたのは 1889 年で
あり，当時パリはアール・ヌーヴォー（Art 
Nouveau,1890-1900 年代， 自然をモチーフとし
た曲線的な形態を特徴とする）の時代に突入し
た。アール・ヌーヴォーは曲線を多用し，装飾
性のある美を特徴とする芸術様式が流行する。
また，デザインの表現において最も適したもの
は装身具（アクセサリー）で，主に飾り櫛やブ
ローチが注目されていた。
　一方，この時代は「日本芸術の影響を受けた，
日本感覚のジャポニスムがヨーロッパに広まっ
た。19 世紀後半頃から，万国博に日本の美術・
工芸品である，浮世絵，陶磁器，漆器，織物，
着物などが出品され，注目を集めていた。アー
ル・ヌーヴォーで活躍した芸術家で，ジャポニ
スムに関心を持って，作品に取り入れた人は多
い 19）」。
　その後，1920 年代から 1930 年代にかけて
アール・デコ（Art Deco, 直線的で機能性・簡
潔性がある形態を特徴とする）の時代を迎える。
手工業の世界にとどまっていたアール・ヌー
ヴォーに対し，アール・デコは建築，家具，服
飾，食器などの日常生活品にまで広く用いられ，
直線の美は，機械による大量生産を可能にする
ものであった。
　「アール・デコはヨーロッパの優雅なものの
ひとつの終着点を示しており，20 世紀のエレ
ガンスの象徴でもある 20）」とあるように，アー
ル・デコ期のパリは，最も輝いている時代であ
り，芸術と文化の国際都市として繁栄していた。
パリには，芸術的才気と精神を高揚させる不思
議な雰囲気があり，世界中から芸術家たちが集
まるようになる。そこで , ロココとエレガンス

の伝統，20 世紀のモダン感覚とが融合し，シッ
クで遊び心に満ちたアール・デコが誕生した。

２. 近代化へと突き進むパリ
　1918 年，世界的規模に及んだ第一次世界大
戦は，フランスの勝利をもって終結した。しか
し，当時の物価は戦前と戦後で４倍を超え，生
産量は戦後から５年経った 1923 年においても，
戦前の 1913 年の数量には及ばなかったと言わ
れている。このような状況下に追い打ちをかけ
るように，動員の解除により街には失業者が溢
れ，ストライキも盛んに行われた。
　1920 年代には，狂ったような騒がしさの裏
に苦悩と貧困が混じり合い，「狂

デ・ザンネ・フォル

騒の時代」と
呼ばれていたが，次第にパリは近代化へと移行
していく。その第一歩として，世界を一新した
電燈が 1922 年から一年間でパリの一般家庭に
普及したことにより，すでに普及していたガ
ス，水道と共に，現在のような家庭の基本設備
が整えられた。そして，1922 年にはニュース
源としてのラジオ放送が開始され（アメリカは
1920 年，日本は 1924 年），上流階級のみであっ
たが電話も 1920 年代に設置されるようになっ
た。
　ファッション界においては，第一次世界大戦
後，今日のオートクチュール・コレクションの
スタイルが確立し，年２回，150 体のモデルを
発表するという慣例が，現在まで継続されてい
る。そして，20 世紀初頭には工業化の発展と
化学繊維の開発により，人々の衣服が民主化さ
れ，プレタポルテ産業が台頭した。そこで，こ
れまで社会的地位の主要なシンボルとなってい
た衣服の重要性は薄れ，特権階級の人々と一般
大衆の服装の差は縮まっていく。
　1930 年代後半になると，フランス経済にお
いてパリのファッション産業は主要な産業とな
り，高い位置づけとして認識されていた。もは
や，パリの一流ブランドにとって，一部の上流
階級を顧客としていたオートクチュール・ビジ
ネスはそれほど重要ではなくなり，ファッショ
ンの民主化に合わせてビジネスが展開されたの
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である。つまり，化粧品や香水，アクセサリー，
プレタポルテを統合したファッション・ビジネ
スであり，上流階級だけでなく中流階級の開拓
を目指したものであった。このように，パリの
ファッション産業が近代化へと大きく変化して
いく中で，モード界の頂点に君臨していたのが
ポワレである。
　
３. ポワレの時代へ
　パリは，1900 年の万国博覧会でヨーロッパ
の首都として輝き，世界から注目を浴びる中，
ウォルトを中心とした華々しいオートクチュー
ル界においても，客層を広めるきっかけになっ
た時代である。皇室御用商人としての誇りを持
つウォルトは，当時から上流階級を顧客とし，
高級志向のオートクチュールを手掛けてきたデ
ザイナーであった。しかし，20 世紀に突入し
たパリでは，貴族階級の勢力が衰え，ブルジョ
ワジーの覇権が本格化することとなる。そこで，
ウォルトとは異なり，御用商人の誇りにとらわ
れなかったポワレが，20 世紀のモード界に台
頭するのである。
　また，アール・デコ期にファッションは黄金
時代を迎え，1900 年代にはファッション・ブ
ランドを確立したポワレにより，ファッション
革命がはじまった。ポワレのファッション革命
の一つには，コルセットの追放がある。これま
での豪華絢爛な装飾の非日常的なウォルトのド
レスには，コルセットは必要であった。しかし，
ポワレのドレスにはコルセットは必要なく，自
分で着脱できるうえ，動ける服として 20 世紀
モードをリードしたのであった。
　ポワレがコルセットを排除した理由は，1909
年にパリで初公演されたロシア・バレエの衣装
に強く影響を受けたからである。当時，ロシア・
バレエの公演が頻繁に行われており，東洋趣味
がファッションにまで影響を及ぼしていた。バ
レエ衣装は，ウォルトがコルセットを用いて確
立した構築的なモードの対極にあり，身体に布
をまとわせて生まれる空気感や襞の遊びに美的
な要素を見出したものであった。ポワレは，こ

のような着衣の発想の根本に，強くインスピ
レーションを受けたと言えよう。そして，東洋
の魅力に引き込まれたポワレは，エキゾチック
なものから貴族的なものに至るまで，フランス
のエレガンスとして新しい服の展開を見せた。
このように , ゆるやかな着心地でリラックスし
た 20 世紀のモード革命を起こしたポワレは，
細身のギリシア風ワンピース，サックドレス，
トルコ風のパンタロン，中国風のマント，裾の
狭いホッブル・スカートなど，様々なモードを
提案した。
　舞台衣装も手掛けるようになったポワレは，
そればかりでなく香水産業への着手や扇子のデ
ザイン，1912 年以降には壁紙のデザインまで
行うようになっていた。さらに，インテリア・
スクールを開校するなど，インテリアの分野で
も独特のセンスを発揮し，活躍の場を広げて
いったのであった。中でも，ポワレの功績とし
て特に代表的なのは，香水を手掛けたことであ
る。香水のブランドにおいて，彼はそれぞれの
香水瓶のデザインにドレスと深い関連性を持た
せるなど，小さな瓶にまで一つの芸術作品のよ
うな構想を加えた。衣類の他にも多くの商品を
販売していたポワレは，今日のトータル・ファッ
ションを早期に提案したデザイナーであり，創
始者であると言える。そして，ファッションに
おけるアクセサリーの重要性を示したとも考え
られる。このように，発明家あるいは起業家と
してモード界の頂点に君臨したポワレは，伝統
を重んじるクチュリエという職業を，芸術的な
活動も手掛けるクリエイターへと昇格させ，常
に時代を見据えた新たな方向性を探求し続ける
革新家でもあったと考察される。
　ポワレが多方面で成功を収めることができた
のは，このような時代の流れに巧みに適応した
からであろう。また，2007 年にはニューヨー
クのメトロポリタン美術館において「ポール・
ポワレ」回顧展が開催され，モード界やファッ
ション誌などで話題となったことは記憶に新し
く，ポワレの偉大さが伺える。
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４. モード産業に革命を起こしたシャネル
　1900 年代，ポワレがコルセットを追放して
から，ゆったりとしたシルエットやショート・
ヘアが流行し，スカートの裾が上がってきた頃，
シャネルは 1915 年にメリヤスニット（メリヤ
スとは綿糸や毛糸を機械で編んだ，伸縮性のあ
る布を指す）やジャージ素材を用いた男性的な
スーツや乗馬服を取り入れたデザインを発表し
た。当時，人々の間ではテニスや自転車などの
屋外で楽しむスポーツが流行していたため，運
動を妨げることの無い機能的なシャネルのニッ
トやパンツ・スタイルは，その実用性の高さか
ら，すぐに女性たちに支持されたのである。
　シャネルが提案するボーイッシュなスタイル
は，表面上では，特定の階級には属さないよう
に見えるただの衣服と化し，世界の有閑階級に
ふさわしい簡素なファッションであった。しか
し，モダン・ファッションとして女性の間で
流行した。20 世紀は，男女平等の動きが強く，
女性たちは男性と同等の社会的権利を求めてい
た。そうした世の中で，シャネルが提案した新
しいスタイルは，女性の社会進出だけではな
く，ライフスタイルまでも変えてしまったので
ある。
　これは，シャネルの偉業であり，1920 年代
のモード界にも衝撃を与えた。起業家として自
立したシャネルの生き方は，女性たちにとって
憧れであった。また，シャネルはバッグや靴な
どのアクセサリーも手掛けており，中でもイミ
テーション（本物に似せて作ったもの，模造品）
の宝石は，まるで本物のように精巧な作りであ
り，今日でも大変人気のあるアイテムである。
　シャネルのビジネスの特徴は，他のデザイ
ナーとは異なり，いかに多くの人々にデザイン
がコピーされるかが重要であると考え，コピー
されることにより，自分のデザインや名前を広
めたことである。つまり，「デザイン・コピー
されてもそれが普及すれば，ビジネスは成功す
ると信じて，シャネルはコピーを許していた。
こうして彼女はオートクチュールが大衆に受け
入れられやすくなるような下地をつくった 21）」

という考え方は，シャネルの真骨頂であると言
える。
　また，誰もが知っている香水「シャネル・ナ
ンバー５」を 1921 年に手掛けたことによって
彼女の名声が世界中に広まった。そのため，香
水はパリのモード産業においてビジネス的に価
値のあるアイテムとして，重要視される部門と
なったことが推察できる。「シャネル・ナンバー
５」は，すっきりとシンプルな香水瓶であり，
香り，ネーミングと共にモダンに統一されてい
たことから，人々に強いインパクトを与えた。
シャネルの香水は，近年，シャネル・ブランド
の総売上高 90%以上を占め，他のブランドを
見ても，これほどまでに香水の売上を高く維持
しているブランドはない。発売当初から不変の
その香りは，現在までシャネルの偉大さを誇っ
ている。

５. ディオールの活躍とビジネス
　クリスチャン・ディオール（Christian Dior, 
1905-57）は，1947 年春夏オートクチュール・
コレクションでデビューし，ニュー・ルック（花
冠ライン）を発表したことにより，一躍世界の
トップ・デザイナーとして流行をリードして
いった。ニュー・ルックは，戦後のフランス・モー
ドに華やかさをよみがえらせ，混乱の続くフラ
ンス社会に美の喜びを復活させた。ジャケット
は肩と胸に丸みを持たせ，ウエストは細く絞っ
たラインが特徴である。そして，スカートは贅
沢にたっぷりと布地を使い，ペチコートで膨ら
ませた曲線が優雅で華麗なシルエットであり，
気品のある女性らしさを最大限に演出するデザ
インとして，欧米諸国や日本など世界中の女性
に注目された。その後も，ディオールはジグザ
グ・ラインやチューリップ・ライン，Hライン，
Aラインなど，短期間で数々のライン時代を
築き，戦後のフランス・モードをリードしていっ
たのである。
　しかし，1957 年に従業員 1,300 人以上を抱え
たままこの世を去ったディオールの後継者に
は，現在まで，４名のデザイナーが引き継いで
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いる。まず，1957-60 年 イヴ・サンローラン
（Yves Saint Laurent, 1936-2008），1960-89 年 
マルク・ボアン，1989-96 年 ジャンフランコ・
フェレ（1944-），1996 年以降 ジョン・ガリアー
ノ（1960-）と続く。
　1979 年初頭，ディオール店は世界中に 30 店
舗あり，主要都市を中心に展開されていた。ディ
オール社は，このときすでに自社直接製造のプ
レタポルテを設立しており，非常に高価で正統
的で高品質のブランドとして確立していた。ま
た，商品の品質を何よりも重視し，これまで通
り格式を保持しているブランドである。だから
こそ，今日まで高い信頼性とブランド・イメー
ジが保たれているのだと確信する。
　その後，2003 年 12 月には，東京の表参道に
クリスチャン・ディオール表参道店が開店し，
地下１階から地上４階のフロアには，レディー
スとメンズのウエア，バッグ，靴，ジュエリー，
その他アクセサリーなど，豊富な品揃えの売り
場で構成されている。中でも，このディオール
表参道店には世界最大の化粧品売り場があり，
エステやネイルサロンが設けられている。また，
現在のディオールは LVMH（モエヘネシー・
ルイヴィトン。フランス人のベルナール・アル
ノーが社長を務める，ヴィトンとヘネシーの２
社を合併した会社で，将来性のある高級ブラン
ドを数多く傘下に収めている）に属し，ディオー
ル店はパリ，ミラノ，ローマ，ロンドン，ニュー
ヨーク，東京，大阪，香港，上海などの世界主
要都市の中心部に拠点を置いている。そして，
誰もが知っているブランドとして今日まで高く
支持され，モード界に不動の地位を確立してい
るのだと考察する。

Ⅳ　モード産業の４部門

　フランス工業省の 1998-99 年度のデータによ
ると，「モード産業とは衣料品（44%）をはじ
め，靴・バッグ類（11%），香水・化粧品（41%），
アクセサリー（４%）などファッション関連の
全分野を包括する産業 22）」であることが確認

できた。
　また，「モード産業とは，自分に “ 装飾
（parure）” を施し，より美しく個性的に見せた
いという，人間のだれもが共通してもっている
欲求に応えようとする生活文化産業である 23）」
という見解もある。フランスのモード界を代表
するシャネルやディオールなどのブランドは，
消費者の欲求に応え，高い信頼性を持ち，ビジ
ネスに結びつけるための戦術や戦略，流行を生
み出す豊かな創造性，品質の高さにおいて，常
に国際的に高い評価を得ている。このようなブ
ランドは，市場の多様化に応じるための十分な
商品開発を行っている。商品の種類も多く，そ
れぞれの部門によってプロセス（製造方法・工
程）が異なる。例えば，皮革製品や毛皮，宝石，
腕時計，オートクチュールは伝統的・職人的プ
ロセス，香水や化粧品，靴，バッグ，プレタポ
ルテは芸術的・工業的プロセスにより生産され
るのが一般的である。
　また，それぞれの部門における市場開発の方
向性にも独自のスタイルがある。世界各国の市
場の動向によって，部門ごとに輸出量は大きく
異なる。フランスの主な輸出国はドイツ，ベル
ギー，イギリス，イタリア，日本，アメリカな
どである。
　輸出量の例として，フランス工業省統計局の
1998 年のデータによると，モード産業の部門
には「アクセサリー」，「靴・バッグ・小物類」，
「香水」，「衣料」の４つがある。1998 年の各輸
出量については「アクセサリー」５%，「靴・バッ
グ・小物類」16%，「香水」40%，「衣料」39%
となっている（仁野覚『フランスファッション
の光と影』繊研新聞社，2000，p.17 参照）。ア
クセサリーとその他小物類を比較すると，香水
と衣料の輸出量が圧倒的に高いことが分かる。
中でも香水は，前述したように，1920 年代以
降シャネルをはじめとする多くのデザイナーた
ちが手掛けている部門であり，世界的に販売さ
れ，需要も高いため，輸出量が高いのだと推察
する。また，このデータを基に，フランスのブ
ランドがいかに多くの顧客を世界に抱えている
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のかそして，フランスのモード産業は長い歴史
を持つブランドによって今日まで支えられてい
るということが言える。
　フランスのモード産業において主要部門であ
る香水，化粧品，宝飾品について，具体的な数
値を用い考察すると，1997 年に宝飾品の輸出
率は 80.2%に達し，香水も 70%以上を占めた。
フランスのモード産業では，香水と宝飾品部門
の採算性が高く，同時に従業員の能力や給与も
他の部門を大きく上回っているのが現状であ
る。また，世界の化粧品産業は，ファッション
以上に競争が激しいが，世界に 100 社以上もあ
る化粧品会社の中でも，フランスの化粧品ブラ
ンド18社の総売上高は360億ドル（約３兆7,800
億円）に上り，100 社以上の国別合計金額でも
１位を占めている（1990 年代）。
　フランスでは古くから上流階級の人々に香水
が用いられ，その歴史は非常に長い。現在，多
くのブランドが香水を売り出しているが，長い
伝統を持つフランスの香水は，高級品であり，
人気も高い。そのため，フランスで生産されて
いる香水は，伝統的技法と応用研究の開発によ
り高品質で，信頼性も高く，ビジネスとして大
きく発展しているのだと考える。さらに，宝飾
品も注目すべき部門の一つであり，宝飾品業界
には，主に金属（金，銀，銅など）や宝石（ダ
イヤモンド，エメラルド，ルビーなど），真珠
を扱う宝飾業（ジュエリービジューと呼ばれる）
と，それらを扱わないアクセサリー業（ファン
タジーと呼ばれる）の二つに区分される。現在
では，ファッション・ブランドが宝飾品をデザ
インし，同じ売り場に商品を並べていることも
珍しくなく，トータル・コーディネートを提案
するブランドが多い。しかし，衣料品は高価な
ものが多く，一般大衆が容易に購入することは
難しい。そこで，比較的価格の安い香水や化粧
品，宝飾品などは百貨店や専門店などで気軽に
購入できることから，採算性が高く，主要部門
として確立されているのである。

Ⅴ　ま　と　め

　時代の変遷と共に起こる様々な社会的要因に
よって，ファッションの流行は変化し，19 世
紀の華々しいオートクチュール産業は，フラン
ス経済の成長を促す原動力であった。
　モード産業は，1920 年代，フランスの第二
の輸出産業となり，多くの労働者を雇用し，高
い品質とデザイン様式の世界基準を築き上げ
た。そして，この時代のフランス経済にとって，
オートクチュール・ビジネスは重要な位置づけ
であり，無数の繊維工場の他，羽飾り，ボタン，
刺繍などの専門的な職人を抱える大きな産業の
下に成り立っていたのである。フランス政府は，
そのような職人の育成に努め，補助金制度を実
施しながら，パリ・オートクチュール組合を組
織し，その下に業界を並べた。
　フランスのモード産業が世界的に確固たる地
位を確立したのは，1900 年代にシャネルやディ
オールをはじめとする多くの才気なデザイナー
が輩出され，彼らが時代の流れをつかんだ新し
いファッションを次々と提案し，人々を魅了し
たことによるものが大きい。中でも，パリのモー
ド産業の発展において，やはりオートクチュー
ルの果たした役割は重要である。つまり，モー
ド産業の発展には職人や労働者の育成，産業や
工業と海外市場の開拓，伝統的な技術の保護，
オートクチュール組合の設立といった，これま
で築かれてきたフランス独自の組織が根底にあ
るということが確認できた。
　今日，ファッションの流行は非常に速く変化
し，消費者のライフスタイルや人種，文化，個
性，価値観も実に様々である。そのような現状
から，モード産業とは常に時代の流れを見据え
ながら，伝統的な視点は継承し，新しいファッ
ションを世界へ発信する産業の拠点であると言
える。
　このように，ファッションを語るうえでは
パリのモード産業は常に基盤にあり，今日ま
で様々な時代の変遷をたどってきた。そして，
ファッションの範囲は服にとどまらず，アクセ
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サリーや香水の部門にまで及び，それらのビジ
ネス発展は目覚ましく進んでいる。近年，新聞
や雑誌の広告を見ても，以前と比べファッショ
ン・ブランドの広告が目立ち，ファッションに
おけるブランド・ビジネスの領域は広まってい
る。さらに，アクセサリーや香水，化粧品の需
要は高いため，ブランド・ビジネスにとって非
常に有力な部門であると考察する。
　若者のファッションやセレブリティのファッ
ションなど，世界的に様々なファッションが
注目されている現在において，ブランド間の
ファッション・ビジネスの競争は勢いを増し，
目覚ましく発展しているのが現状である。そこ
で，ファッションは常に新しさが求められ，話
題性のある一種の消費財としての役割を持ち，
一方，パリのモード産業とは伝統を重んじる格
式高い産業であると言える。そして，モード産
業の中でも香水やアクセサリー部門の位置づけ
が高いことが実証でき，今後の実情については
これからの研究課題とする。
　「ファッションとパリのモード産業」という
テーマを論じるにあたり，視野を広げて多くの
情報収集を行い，必要な項目に焦点を絞り，す
でにあるモードの歴史をいかに分かりやすく独
自の私見で論じるかという点が課題であった。
しかし，ファッションに限らず，産業界や芸術
の分野においてもフランスの魅力を垣間見たこ
とは，自身の研究分野を開拓するうえでも大変
意義のある内容であり，今後も専門分野を追求
し，研究を続けていこうと思う。
　最後に，本論文を書くにあたりご指導いただ
きました本学現代文化学部国際ファッション研
究室の林泉教授，及び服装社会学研究室の松平
寿美枝教授に深く感謝申し上げます。

巻　末　注

注１）1380-1420 年代に複数の芸術的中心において
制作された西方の美術，一方的な波及ではなく
相互的影響によって等質な様式が成立した点で
他の様式概念と異なり，自然に対する優れた観

察力や典雅で装飾的な表現を特徴とする。高階
秀爾監修『増補新装［カラー版］西洋美術史』
株式会社美術出版社，2006，p.233

注２）18 世紀，後ろのゆとり分を襟ぐりのところで
ボックス・プリーツにたたみ込み，襟ぐりから
床まで切り替えなく垂れた，「フランス型ロー
ブ」とよばれるガウン。ブランシュ・ペイン
『ファッションの歴史―西洋中世から 19 世紀ま
で』八坂書房，2006，p.327

注３）独仏戦争。1870 年 7 月～ 1871 年２月　ドイ
ツ統一を目指すプロセインと，これを阻もうと
するナポレオン３世のフランスとの戦争。７月
フランスが宣戦布告して開戦したが，9月２日
ナポレオン３世はセダンで捕虜となり，フラン
ス第二帝政は崩壊した。戦争はフランス国民と
の戦争としてつづいたが，プロセイン軍は大勝
利を収め，71 年２月仮講和条約がヴェルサイユ
で結ばれた。全国歴史教育研究協議会『世界史
B用語集―改訂新版』山川出版社，2000，p.191

注４）1852 ～ 70 年　ナポレオン３世による帝政。
1852 年 11 月国民投票の圧倒的支持を得て，12
月ルイ＝ナポレオンが帝政を宣言し，ナポレオ
ン３世と称した。ブルジョワ共和派と労働者や
無産市民・小農民層の利害対立を利用して政権
を維持した。外見上は三院の立法制度をとった
が，行政・軍事・外交の全権を皇帝に集中させ，
議会には発言・修正権はなく，事実上の皇帝独
裁であった。普仏戦争の敗戦で消滅した。全国
歴史教育研究協議会『世界史B用語集―改訂新
版』山川出版社，2000，p.191

注５）1870 年９月～ 1940 年　第二帝政崩壊から第
二次世界大戦の対独降伏までのフランスの政治
体制。全国歴史教育研究協議会『世界史B用語
集―改訂新版』山川出版社，2000，p.192

注６）1871 年３月 18 日～５月 28 日　臨時政府の対
独講和に反対したパリ市民が組織した自治政
府。全国歴史教育研究協議会『世界史B用語集
―改訂新版』山川出版社，2000，p.192
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